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本
佛
教
史
の
庶
民
性
序
説
東
大
寺
勸
進
信
行
基
・
重
源
傅
考藤
原
弘
道
永
遽
に
淨
く
美
し
か
る
べ
き
世
界
え
の
あ
こ
が
れ
は
、
貴
族
も
庶
民
も
均
し
、く
も
つ
心
情
で
あ
る
。
王
朝
藝
術
の
粹
と
し
て
殘
る
鳳
凰
堂
、
法
界
寺
、
淨
琉
璃
寺
、
中
尊
寺
等
に
み
る
、
最
高
峰
の
佛
歡
藝
術
の
如
き
も
、
甼
安
朝
人
の
永
遠
な
る
も
の
え
の
思
慕
で
あ
つ
た
。
心
か
ら
譛
美
を
惜
ま
な
い
淨
土
で
あ
る
。
然
し
こ
の
尊
い
丈
化
財
も
貴
族
と
權
勢
の
專
有
物
で
あ
つ
て
、
一
般
民
衆
の
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
つ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。
貴
旗
文
化
の
指
導
性
に
は
、
そ
の
政
治
的
地
位
の
も
つ
支
配
力
を
み
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
そ
の
支
配
力
の
申
に
は
必
す
強
制
性
を
含
む
も
の
で
、
強
制
性
の
も
と
に
は
い
か
に
善
美
な
も
の
に
も
民
衆
の
心
か
ら
な
る
隨
喜
は
湧
か
な
い
。
人
類
全
般
の
解
脱
と
救
済
と
が
佛
歡
本
來
の
す
が
た
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
貴
竢
佛
歡
必
・ず
し
も
佛
藪
の
眞
精
瀞
に
添
う
も
の
と
は
云
い
難
い
。
夲
安
貴
族
佛
歡
の
墮
落
が
そ
こ
に
あ
る
。
こ
の
行
11Gり
を
打
開
し
、
庶
民
的
性
格
を
帶
び
た
も
の
が
、
人
々
の
歸
向
を
受
く
べ
き
は
當
然
で
あ
る
。
市
聖
と
呼
ば
れ
る
室
也
の
念
佛
歡
化
、
一
入
の
念
佛
は
一
切
入
に
融
通
し
、
一
切
人
の
念
佛
は
デ
入
に
融
通
別
る
と
言
う
融
通
念
佛
の
理
論
を
實
踐
が
喜
ば
れ
.
日
本
佛
歡
皮
上
の
偉
彩
、
法
然
、
親
鸞
、
日
蓮
等
の
完
全
な
る
庶
民
佛
暾
が
展
開
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
日
本
備
教
史
に
於
け
為
貴
族
性
と
庶
民
性
と
は
、
各
々
そ
の
立
場
を
異
に
し
て
い
る
が
、
庶
民
性
こ
そ
深
く
國
民
生
活
に
浸
潤
し
て
、
そ
日
本
佛
教
史
.の
庶
民
性
序
説
五
一
五
二
の
生
活
を
豊
富
に
し
た
。
從
來
の
佛
歡
史
研
究
は
貴
挨
中
心
に
す
エ
め
ら
れ
て
き
た
が
、
近
時
庶
民
佛
歡
が
研
究
の
主
眼
と
さ
れ
る
傾
向
に
變
つ
て
き
た
。
さ
て
國
家
的
佛
歡
と
い
わ
れ
る
東
大
寺
大
佛
を
廻
る
重
要
な
人
物
、
即
ち
創
建
時
代
の
勸
進
僣
行
基
と
再
建
時
代
の
勸
進
曾
重
源
、
一
ぱ
貴
族
佛
歡
の
興
隆
期
に
、
一
は
庶
民
佛
歡
の
興
隆
期
に
出
現
し
、
何
れ
も
σ民
衆
の
支
持
を
得
て
大
佛
建
立
の
大
事
業
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
庶
民
性
に
つ
い
て
考
究
し
た
い
。
0
行
基
は
古
來
傅
読
的
な
も
の
を
多
く
持
つ
て
い
る
。
東
大
寺
は
聖
武
天
皇
の
發
願
で
、
行
基
菩
薩
の
勸
進
、
菩
提
曾
正
の
開
眼
、
良
辨
僣
正
の
別
當
で
建
立
し
た
も
の
で
、
之
を
四
聖
建
立
の
伽
藍
と
い
つ
て
い
る
が
、
天
皇
は
救
世
觀
世
晋
上
宮
太
子
の
再
誕
、
行
基
は
文
珠
の
應
現
、
菩
提
は
普
賢
の
化
身
、
良
辨
は
彌
勒
の
垂
化
と
も
傳
え
ら
れ
て
き
た
(
傳
通
縁
起
)。
藥
師
寺
の
景
戒
は
入
も
知
る
行
基
禮
讃
の
一
人
で
そ
の
著
日
本
善
惡
現
報
靈
異
記
に
は
、
行
基
を
丈
珠
師
利
菩
薩
と
稱
讚
し
た
。
又
東
夫
寺
に
關
係
深
い
名
僭
、
玄
防
、
良
辨
、
菩
提
、
鑑
眞
等
に
は
全
然
觸
れ
て
い
な
い
に
も
か
玉
わ
ら
す
、
行
基
に
は
頗
る
多
く
の
記
事
を
與
え
て
い
る
。
西
方
願
生
者
智
光
が
行
基
の
聲
名
を
嫉
ん
で
墮
獄
し
、
再
び
蘇
生
し
た
と
い
う
、
智
光
對
行
基
の
論
話
が
、
行
基
信
奉
者
を
集
め
た
こ
と
は
事
實
で
あ
ら
う
。
更
に
こ
れ
が
佛
歡
に
關
心
を
も
つ
人
の
多
か
つ
た
甼
安
朝
の
人
々
の
腦
裡
に
如
何
に
反
映
し
た
ら
う
か
。
今
昔
物
語
に
五
大
山
丈
珠
の
物
語
を
産
み
、
行
基
物
語
を
い
よ
く
豊
富
に
し
た
。
ざ
て
行
基
の
民
衆
に
對
す
る
接
觸
は
、
は
じ
め
、
養
老
元
年
四
月
詔
を
以
て
、
「
弟
子
等
街
衢
に
零
疊
し
妄
に
罪
幅
を
読
き
、
朋
黨
を
合
せ
構
へ
、
指
臂
を
焚
剥
し
、
歴
門
假
読
し
て
強
い
て
餘
物
を
乞
ひ
、
鯉
道
を
詐
稱
し
て
百
姓
を
妖
惑
し
、
道
俗
擾
亂
し
て
、
四
民
業
を
棄
つ
。
進
ん
で
釋
教
に
違
ひ
、
退
い
て
法
令
を
犯
す
」
(績
日
本
紀
七
)
と
ま
で
云
わ
れ
た
。
前
牛
生
は
誤
解
も
多
く
、
反
對
者
も
出
た
ら
し
い
。
に
も
か
玉
わ
ら
す
、
天
手
三
年
八
月
牝
は
、
行
基
に
隨
逐
せ
る
優
婆
塞
優
婆
夷
の
如
法
に
修
行
す
る
も
の
男
六
十
以
上
、
女
五
十
五
以
上
は
皆
出
家
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
(績
日
本
紀
十
一
)こ
の
推
移
は
不
思
議
に
思
は
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
天
亭
十
五
年
に
は
、
大
佛
勸
進
の
た
め
弟
子
等
を
牽
い
て
、
本
格
的
に
民
衆
に
勸
進
し
た
。
(績
紀
十
五
)
と
こ
ろ
が
世
人
の
反
響
は
頗
る
良
く
、
淨
財
勸
進
の
目
的
は
完
全
に
達
せ
ら
れ
た
こ
と
と
て
、
天
亭
十
七
年
正
月
に
は
」
躍
大
僣
正
に
敍
せ
ら
れ
た
。
(
績
紀
十
六
)
全
く
異
例
の
昇
進
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
朝
野
の
奪
信
を
一
身
に
あ
つ
め
た
の
で
あ
る
。
大
佛
勸
進
の
成
功
は
行
基
の
徳
風
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
民
衆
と
の
完
全
な
る
直
結
に
よ
る
も
の
で
、
彼
の
性
格
を
續
紀
に
は
「
翼
粹
天
挺
、
徳
範
風
彰
」
と
記
し
て
い
る
。
一
面
民
衆
も
ま
た
行
基
を
通
◎
て
、
大
佛
建
立
に
對
す
る
理
解
と
譛
仰
の
極
、
淨
財
喜
捨
を
惜
ま
な
か
つ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
續
紀
に
は
、
彼
の
邁
化
の
傅
に
、
周
二
遊
都
鄙
一
歡
二
化
衆
生
一、
通
俗
慕
レ
化
追
從
者
、
動
以
レ千
數
。
所
レ行
之
處
聞
二
和
倚
來
一
、
巷
無
二
居
人
へ
爭
來
禮
拜
。
隨
レ
器
誘
導
、
咸
趣
二
干
善
㌔
(
績
紀
十
七
、
天
不
勝
寳
元
年
二
月
丁
酋
條
)
と
ま
で
稱
讚
せ
ら
れ
た
の
も
遇
然
で
は
な
い
。
然
も
彼
の
民
衆
性
は
東
大
寺
勸
進
に
と
貸
ま
ち
す
、
幾
多
の
肚
會
幅
祉
施
設
と
し
て
輝
や
か
し
い
足
跡
を
殘
し
た
。
「
留
止
之
處
皆
建
二道
場
㌔
其
畿
内
凡
四
十
九
處
。
諸
道
亦
往
々
而
在
」
。
行
基
四
十
九
院
創
建
論
は
右
の
正
史
の
外
、
昆
陽
寺
の
古
鐘
銘
等
に
も
あ
る
確
實
な
事
蹟
で
あ
る
が
、
「
弟
子
相
鑼
皆
守
二
遺
法
一
、
至
レ今
佳
持
」
Q
(
績
紀
、
天
甼
勝
寳
元
年
二
月
の
條
つ
讐
き
)
な
ど
の
こ
と
か
ら
行
基
創
建
と
稱
す
る
寺
々
が
、
・畿
内
各
地
に
い
か
に
多
い
か
は
思
い
孚
に
す
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
.
佛
藪
は
彼
岸
の
教
を
諡
く
と
こ
ろ
か
ら
架
橋
を
一
の
功
徳
と
考
え
、
古
來
橋
と
寺
と
の
關
係
も
特
に
深
い
。
遠
く
は
道
昭
、
道
登
の
宇
治
橋
造
立
に
因
ん
で
、
橋
寺
常
光
寺
が
建
ち
、
行
基
の
泉
川
泉
橋
に
泉
橋
寺
が
建
つ
た
な
ど
寺
と
橋
と
の
相
互
關
係
に
瓧
會
幅
利
施
設
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
泉
橋
は
現
に
京
都
府
木
津
町
と
上
狛
町
を
つ
な
で
木
津
川
た
架
け
た
も
の
、
橋
絆
の
泉
橋
寺
は
行
基
四
十
九
院
の
噸
で
あ
る
。
三
代
實
録
貞
觀
十
八
年
三
月
辛
巳
の
條
に
、
こ
の
橋
が
河
流
の
急
な
た
め
破
損
し
ゃ
す
く
、
大
船
ご
艘
、
小
船
一
艘
を
買
得
し
て
寺
に
施
入
し
、
人
馬
の
済
渡
に
備
う
と
記
し
て
い
る
。
一
般
に
僭
徒
の
架
橋
は
こ
れ
を
勸
進
橋
と
呼
ん
で
、
橋
の
渡
り
初
め
に
は
橋
供
日
本
佛
教
史
の
庶
民
性
序
競
.
五
三
五
四
養
な
る
断
願
佛
事
が
行
は
れ
た
。
(
日
本
佛
教
史
學
、
拙
稿
、
交
通
丈
化
史
上
に
於
け
る
佛
歡
徒
の
貢
献
參
照
)
行
基
の
架
橋
に
つ
い
て
は
、
績
紀
に
「
親
牽
二弟
乎
等
一、
於
二
諸
要
塞
處
一造
・橋
築
レ陂
。
聞
見
所
レ及
咸
來
加
・功
。
不
日
而
成
。
百
姓
・至
・
今
蒙
二
其
利
こ
。
(
遽
化
の
條
)
と
、
又
靈
異
記
に
は
「
時
行
基
菩
薩
有
二
難
波
一、
令
レ渡
・橋
、
堀
レ江
造
二船
津
こ
と
あ
る
如
く
、
交
通
不
便
の
時
に
當
つ
て
、
官
營
を
以
て
し
て
も
、
な
ほ
よ
く
な
し
得
な
か
つ
た
と
こ
ろ
、
行
基
の
力
に
よ
つ
て
之
が
實
現
さ
れ
、
一
般
庶
民
が
感
謝
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
行
基
年
譜
に
よ
る
と
、
行
基
の
築
造
し
た
瓧
會
事
業
、
殊
に
土
木
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
年
代
と
場
所
を
、
一
々
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
今
は
略
し
て
お
く
が
、
大
要
、
直
道
一
所
、
池
+
五
所
、
溝
七
所
、
樋
三
所
、
船
息
二
所
、
堀
四
所
等
に
及
ん
で
い
る
。
陸
上
水
上
を
問
は
す
、
か
く
の
如
き
大
事
業
が
一
行
基
の
主
唱
に
よ
つ
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
民
衆
の
絶
大
な
る
協
力
に
よ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
「
靈
異
聯
驗
觸
・類
而
多
。
時
人
號
日
二
行
基
菩
薩
こ
。
と
い
う
如
ズ
、
時
人
は
行
基
を
人
聞
以
上
の
存
在
で
あ
る
と
感
得
し
た
に
違
い
な
い
。
0
行
基
を
去
る
四
百
年
、
東
大
寺
再
建
を
勸
進
し
た
俊
乘
房
重
源
は
、
天
卆
の
行
基
に
比
す
べ
き
大
業
を
完
成
し
た
。
事
實
治
承
の
大
佛
炎
上
は
奈
良
佛
歡
の
傅
統
を
室
し
く
破
壞
し
た
。
之
を
復
興
し
、
大
李
大
伽
藍
の
再
現
は
、
創
建
に
も
劣
ら
ぬ
大
業
で
あ
る
。
如
何
に
、
皇
室
や
幕
府
の
外
護
が
あ
つ
て
も
、
民
衆
の
絶
大
な
る
協
力
が
な
く
て
は
、
と
う
て
い
不
可
能
の
大
事
業
で
あ
る
。
・さ
れ
ば
之
が
指
導
的
役
割
を
演
す
る
勸
進
職
の
選
擇
こ
そ
最
も
重
要
で
あ
ら
う
。
大
願
成
就
の
た
め
に
張
固
な
信
念
と
熱
意
の
入
で
あ
り
、
そ
れ
に
樹
す
る
民
衆
の
支
持
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
然
上
人
の
四
十
八
卷
傅
に
よ
る
と
、
源
室
が
そ
の
選
に
當
つ
た
が
辭
退
し
た
の
で
、
そ
の
門
下
か
ら
適
常
な
人
と
い
う
こ
と
で
、
醍
醐
の
俊
乘
房
重
源
が
擧
げ
ら
れ
た
と
い
つ
て
い
る
。
源
手
盛
嚢
記
に
も
同
じ
く
源
筌
の
推
擧
に
よ
つ
て
之
が
重
職
に
つ
い
た
と
記
し
て
い
る
。
と
に
か
く
東
大
寺
再
興
の
た
め
に
一
生
を
捧
げ
た
重
源
は
、
づ
支
度
第
一
俊
乘
房
」
(
四
十
八
卷
傳
四
十
七
)
と
い
わ
れ
た
程
賢
明
な
人
で
あ
り
、
深
い
信
條
と
彊
い
意
志
σ
持
主
で
あ
つ
た
。
淨
土
歡
の
傳
播
に
努
め
、
東
大
寺
勸
進
と
念
佛
の
興
行
を
續
け
な
が
ら
行
つ
た
。
壽
永
元
暦
の
源
手
戰
歿
者
を
弔
う
た
め
に
東
大
寺
よ
り
始
め
て
七
日
の
大
念
佛
を
修
し
、
建
久
二
年
大
佛
殿
工
事
孚
に
、
源
筌
を
請
じ
て
、
三
論
法
相
の
學
徒
に
念
佛
の
法
を
読
い
た
。
帥
ち
四
十
八
卷
傳
の
11i-}-
に
壽
永
元
暦
の
こ
ろ
、
源
甲
の
亂
に
よ
り
て
、
命
を
都
鄙
に
う
し
な
ふ
も
の
、
其
數
を
し
ら
・ず
、
こ
蕊
に
俊
乘
房
無
縁
の
慈
悲
を
た
れ
て
、
か
の
後
世
の
く
る
し
み
を
救
は
む
た
め
に
、
興
幅
寺
東
大
寺
よ
り
始
て
、
道
俗
貴
踐
を
す
丶
め
て
、
七
日
の
大
念
佛
を
修
し
け
る
に
、
る
の
頃
ま
で
は
、
人
い
ま
だ
念
佛
の
い
み
じ
き
事
を
し
ら
す
し
て
、
勸
め
に
か
な
ふ
も
の
す
く
な
け
れ
ば
、
俊
乘
房
こ
の
事
を
歎
て
、
人
の
信
を
勸
め
ん
が
た
め
に
、
建
久
の
頃
、
上
人
を
請
じ
た
て
ま
つ
り
、
大
佛
殿
の
い
ま
だ
牟
作
な
り
け
る
軒
の
下
に
て
、
入
唐
の
時
渡
し
奉
れ
る
觀
經
の
曼
陀
羅
、
な
ら
び
に
淨
土
五
祗
の
影
を
供
養
し
、
叉
淨
土
の
三
部
經
を
講
ぜ
さ
せ
奉
り
け
る
に
、
南
都
三
論
法
相
の
碩
學
お
ほ
く
あ
つ
ま
り
け
る
中
に
、
大
衆
二
百
餘
人
を
の
く
は
だ
に
腹
卷
を
著
し
て
、
高
座
の
き
は
に
な
み
居
て
、
自
宗
の
義
を
問
か
け
て
、
誤
謬
あ
ら
ば
恥
辱
を
あ
た
へ
ん
と
、
支
度
し
た
り
け
る
が
、
上
人
ま
す
三
論
法
相
の
深
義
を
の
べ
、
次
に
淨
土
一
宗
の
祕
瞶
を
こ
ま
や
か
に
釋
し
給
て
、
末
代
の
凡
夫
出
離
の
要
法
は
ロ
稱
念
佛
に
し
く
な
し
、
も
し
念
佛
を
そ
し
ら
ん
と
も
が
ら
は
、
無
聞
地
獄
に
墜
て
、
八
万
、
大
劫
苦
を
受
べ
き
よ
し
、
觀
佛
經
の
読
に
ま
か
せ
て
、
論
給
け
れ
ば
、
ご
百
餘
入
の
大
衆
よ
り
は
じ
め
て
隨
喜
潟
仰
き
は
ま
り
な
し
。
と
大
衆
に
面
目
を
施
し
て
い
る
。
(
九
卷
傳
、
琳
阿
本
法
然
上
人
傅
繪
詞
、
拾
遺
古
徳
傅
等
)
建
久
六
年
三
月
十
二
日
大
佛
殿
落
慶
の
日
に
、
重
源
は
大
和
徇
位
の
號
を
賜
つ
た
。
扁
代
の
業
蹟
は
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集
に
詳
し
い
。
こ
の
書
は
重
源
八
十
三
才
の
時
の
記
録
で
、
八
十
六
才
を
以
て
入
寂
し
て
い
る
か
ら
晩
年
の
自
敍
傳
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
ぴ
に
よ
る
と
次
の
別
所
を
建
て
、
民
衆
と
共
に
念
佛
興
隆
に
つ
と
め
た
。
.東
大
寺
別
所
(
淨
土
堂
〉
高
野
の
新
別
所
(專
修
往
生
院
)
日
本
佛
歡
吏
の
庶
民
性
序
説
五
五
五
六
播
磨
の
別
所
(淨
土
寺
)
周
防
の
阿
彌
陀
寺
攝
津
渡
漫
の
別
所
(
淨
土
堂
)
伊
賀
の
別
所
(
新
大
佛
寺
)
°
備
甲
の
別
所
(淨
土
堂
)
以
上
の
七
箇
所
に
及
ぶ
諸
堂
を
建
立
、
幾
十
百
体
の
新
造
佛
像
を
安
置
し
た
。
そ
れ
ら
は
何
れ
も
淨
土
堂
、
常
行
堂
で
、
阿
彌
陀
佛
三
尊
を
安
置
し
た
こ
と
は
彼
⑳
淨
土
歡
信
仰
を
物
語
る
も
の
で
、
民
衆
の
協
力
に
依
つ
て
建
立
し
た
寺
で
、
民
衆
と
共
に
念
佛
を
專
修
し
た
と
こ
ろ
に
時
代
歡
翠
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
四
十
八
卷
傳
(
四
十
五
)
に
「
上
人
の
勸
化
に
し
た
が
い
て
、
念
佛
を
信
仰
の
あ
ま
り
、
か
の
故
山
上
の
醍
醐
に
、
無
常
臨
時
の
念
佛
を
す
玉
め
て
、
末
代
の
恒
規
と
し
、
そ
の
ほ
か
七
箇
所
に
、
不
斷
念
佛
.を
興
隆
せ
ら
れ
き
。
東
大
寺
の
念
佛
堂
、
高
野
山
の
新
別
所
等
こ
れ
な
り
。
」
と
云
ふ
如
く
、
七
箇
所
の
別
所
以
外
に
醍
醐
を
入
れ
て
い
る
が
、
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集
に
は
上
醍
醐
寺
の
造
立
に
關
し
て
は
記
し
て
い
る
が
、
別
所
の
こ
と
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
と
に
か
く
東
大
寺
以
外
の
造
營
に
も
及
ん
で
い
る
功
、
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
九
條
兼
實
は
軍
源
を
評
し
て
「
躰
實
に
飾
詞
無
く
、
尤
も
貴
敬
す
べ
き
に
足
る
」
(
玉
葉
三
八
、
壽
永
二
年
正
月
廿
四
日
條
)
と
評
し
て
い
る
如
く
、
朝
野
の
奪
信
を
受
け
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
寺
塔
建
立
の
外
、
橋
を
架
け
、
道
路
を
開
き
、
池
を
堀
つ
て
民
衆
の
た
め
に
つ
く
し
た
重
源
の
業
蹟
は
天
罕
行
基
の
再
來
と
み
て
異
議
は
な
い
。
行
基
は
丈
珠
の
應
現
と
傳
え
う
れ
た
が
ゐ
重
源
も
叉
彌
陀
の
化
身
と
呼
ば
れ
た
。
愚
管
抄
に
大
方
東
大
寺
の
俊
乘
房
は
阿
彌
陀
の
化
身
と
云
ふ
こ
と
出
き
て
、
わ
が
身
の
名
を
ば
、
南
無
阿
彌
陀
佛
と
名
と
り
て
、
万
の
上
に
一
字
お
き
て
、
室
阿
彌
陀
佛
、
法
あ
み
だ
佛
な
ど
云
名
を
付
け
る
を
、
誠
に
や
が
て
我
名
に
し
た
る
尼
法
師
お
ほ
か
り
。
'と
慈
圓
は
墫
信
し
て
い
る
。
叉
行
基
の
五
台
山
物
語
に
比
す
べ
く
、
重
源
に
は
阿
育
王
山
傳
論
さ
え
傅
え
ら
れ
て
い
る
。
吾
妻
鏡
に
よ
る
と
、
重
源
ぽ
建
保
四
年
、
鎌
倉
に
下
向
し
海
將
軍
賓
朝
に
謁
し
、
實
朝
が
前
生
に
阿
育
王
出
の
長
老
で
あ
つ
潅
時
、
・陳
和
郷
は
そ
の
門
起
列
し
た
因
縁
を
語
つ
た
が
、
實
朝
の
夢
想
に
も
合
す
る
と
い
う
の
で
、
渡
宋
の
計
畫
を
立
て
隔
陳
和
郷
に
大
船
の
建
造
を
命
じ
う
由
比
ヶ
濱
に
船
を
淨
べ
た
が
、
出
港
不
成
功
に
絡
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
陳
和
郷
は
意
志
の
強
い
個
性
あ
る
宋
入
、
そ
の
指
導
の
下
に
集
つ
た
宋
朝
工
入
と
我
が
工
人
と
の
折
合
は
あ
ま
り
良
く
な
か
つ
た
が
、
三
度
ま
で
入
宋
し
た
重
源
の
取
持
で
東
大
寺
再
建
が
大
し
た
障
害
も
な
く
蓮
ん
だ
。
叉
東
大
寺
勸
進
所
安
置
の
快
慶
作
僭
形
八
幡
像
も
、
重
源
の
勸
進
に
ょ
つ
て
成
つ
た
も
の
。
建
仁
元
年
十
二
月
廿
七
日
、
開
眼
供
養
を
途
げ
た
の
で
あ
る
。
胎
内
墨
書
の
銘
に
依
る
と
、
結
縁
の
入
々
は
、
上
は
貴
顯
よ
り
下
は
尼
次
房
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
人
々
が
擧
げ
ら
れ
て
が
い
'る
が
、
中
で
も
善
阿
彌
陀
佛
、
眞
阿
彌
陀
佛
、
室
阿
彌
陀
佛
の
如
く
、
阿
彌
陀
佛
名
を
附
す
る
人
の
多
い
の
は
、
恐
ら
く
重
源
の
門
弟
で
あ
ら
う
。
重
源
の
衆
と
共
に
法
味
を
愛
樂
し
た
ゆ
か
し
い
一
面
を
、
こ
エ
に
も
・見
出
す
の
で
あ
る
。
天
亭
行
基
が
西
方
願
生
者
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
日
本
往
生
極
樂
記
に
、
第
二
位
に
行
基
を
擧
げ
て
い
る
ζ
と
に
よ
つ
て
云
い
う
る
が
.
重
源
と
の
相
通
ず
る
と
こ
ろ
を
窺
い
知
る
。
か
く
の
如
く
、
旧
本
佛
歡
史
上
、
行
基
、
重
源
の
一
線
に
、
庶
民
性
の
濃
厚
な
色
彩
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
等
は
庶
民
的
丈
化
に
貢
献
し
た
相
通
す
る
一
脈
、
ー
ー
政
治
納
で
な
く
宗
暾
的
な
、
共
通
の
地
盤
に
立
つ
て
共
通
の
教
化
に
一
生
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。
日
本
佛
教
史
の
庶
民
性
序
説
諡
七
